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椎茸生産に関する現状分析（皿）

一宮崎県における椎茸生産の現状分析

青木尊重・坂本　格・吉良今朝芳

　　　Takashige　AoKi，　Tadashi　SAKAMoTo　and　Kesayoshi　KiRA；
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　はじめに
　椎茸生産が全国的に普及しつつある現在，宮崎県は全国生産量の約1／4を生産し，わが’

国では，大分県にうぐ主産地である。このことは第1表によって明らかなとおり，昭和35・

年には737．3　tonの生産高を示しているのである。

　このような宮崎県の椎茸生産の申心地は，第2表によって明らかなとおり県全体の約9

割を生産する県門の東，凹凸臼杵郡および児湯郡の山聞地帯である。

　このように椎茸の主産地が，奥地山聞部に位置するのは，山間部の方が生産諸条件に適

しているためであろう。人工栽培法（種菌法）の進歩した現在では，如何なる立地におい

ても生産が可能となり，また流通面では主要な問屋が大消費地や交易の関係で，阪神と東

京および静岡に集申しているとはいえ，山間部の方が立地条件とくに原木条件および環境

条件とくに気象条件に恵まれているからであるとされている。　・

　しかし，椎茸生産には原木対策をはじ．めとして，生産の技術的過程での種駒の選択，伏

込場（楕付率をも含めた）および滑場，乾燥施設等の生産の技術的過程での検討，そして

労働力の不足に対する処置等が当然問題となろう。また流通過程では，市場価格および集

荷機関すなわち協同組織と生産者の関係，最後には当然椎茸生産の経済性および生産性に．
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対する追求が問題となろう。そこで，このような現段階での諸問題について，宮崎県一の

生産量をほこる諸塚村の実態を把握する過程で，これらの問題点に関する考察を進めたい。

第1表　　過去3隔年の主要生産県別乾燥椎茸生産量（単位ton）
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註）林野庁；林業統計要覧より作成

第2表　　宮崎県地区別年次別椎茸生産量
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　本調査にあたって，種々御便宜を賜わった大野演習丁丁を始め，日本椎茸農業協同組合

連合会の森会長，原参事ならびに宮崎県庁の中馬林務部長，清林産課長，関屋薪炭特林係

長，宮崎県経済農業協同組合連合会の佐野農林課長，椎茸担当の宮本文蔵氏，さらに調査

現地の諸塚村古本村長，中本勧業課長および調査期間中終始御協力をいただいた椎茸専門

指導員の田中面面，森産業の佐矢正の両氏に，また積極的にこの調査に御協力いただいた

地元部落の方々に深甚の謝意を表するものである。

1．宮崎県諸塚村における椎茸生産の現状分析

　1．諸塚村の概況

　諸塚村は宮崎県東臼杵郡の西南部，耳鳴の上流に位置し（第1図），九州山脈の中にあっ

て海岸線を隔てること約48km，耳川に沿って凡そ東西20km，南北18km，面積18，801．12’

haである。川より直ちに胸をつく峻瞼さで平地は極めて少なく，耕地もわずかに山岳の

傾斜を利用しf　322．68ha（農家1世帯当り田0．22ha，畑O．　22ha）にすぎず，林野が総面

積の90％以上をしめ，林業によらなければ生活できない典型的な山村である。

第1図　調査地位置図
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　この地方の自然的条件の特色は水成岩を母岩とする土壌が多く，気温は高千穂での観測

によれば昭和36年は年平均気温15．5℃（最高気温36．0℃，最低気温一8．5℃，初霜11月15・

日，終霜4月10日，初雪12月7日，終雪3月28日），雨量2，713mmで，樹木の成育には

非常に適しているが，ただし台風の進路にあたるという難点がある。標高500～1，400m前－

後の高冷地であるため，交通は現在のところ耳川沿いに開け，定期バスが比較的多く通っ

ているにすぎない。

　土地利用の状況は第3表のとおりで，林地が91．73％と圧倒的に多い。このことは，森

林資源の豊富さを物語るものであろう。
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註）村勢要覧（昭和36年版）による。
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　昭和30年における人口7，141（人），世帯数1，259（世帯）に対して，昭和35年における人

口8，042（人），世帯数1，567（世帯）であるから，いずれも次第に増加している。このこと

は，農山村の労働力が逐次流出している現在において，特に注目される現象であろう。

　次に，産業別世帯数および入口を掲げると第4表のとおりである。

第4表　　産業別世帯数および人口
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　　　　　　　　言主）　村勢t要覧1こよる。

　戸数，人口については，農業が38．20％・43．58％をしめ，林業の10．65％・．8．85％を

加えると，48．85％・52．33％以上のものが農林業等の第一次産業で，第二次と第三次産業

のしめる割合はそれぞれ21．　64％・2826％と少なく，典型的な山村の形態を示している。

しかしながら前述のとおり，農家の生産基盤である耕地はきわめて狭隙であって農家の経

営規模別戸数をみてみると第5表のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　’

第5表　　経営耕地規模別農家数
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　　　　　　　註）　宮崎県勢要覧（昭和37年）および村勢要覧より困民。

　耕地0．5ha未満の：農家は，県全体では全農i家の35．5％であるが，諸塚村では49．4％と

かなり多く，1．Oha未満をとってみると，県全体では68．3％であるのに諸塚村では89．4

％となり，かなり多くなっていて，零細な農家がいかに多いかということがよく理解され
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る。しかも，その耕地の生産力は，水田0．1ha当り2．　0石以下と非常に低く，さらに畑

作に至っては問題にならないほどである。こ．のことは，必然的に農家を兼業へと追いやる

結果となっている。すなわち専業農家は，総農家戸数の約2％で，残りの98％は兼業農家

である1）。

　そのため農業は，自給を目的としアこ主雑作農業であり，商品経済の浸透にともなって山

林所得に依存せざるを得なくなっている。第6表によって，そのことPl　一層明確に推察で

きる。

　　　　　　　　　　　　　第6表　種類別兼業農家数

種　別隣一聯野獣第二謙羅家　合　計

や
と
わ
れ

賃労働者
距^生活者

1　　戸　104

@　23

　　％
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S．65

　戸、　　％　　　　一
V8　　46．15

Q3113・61

　　　　戸
@　182
@
　
　
4
6
1

　　％
Q7．41

U．93

計　1・2712五66……59761228i3生34
林　　　業

E　　　人

､　　　売

ｻ　の　他

344　　69．49

P41　2．83
@3　［　0．61
@7　　　1．41　　　｝

25

P2

P7

P4

14．79　　　1

V．10

P0．06

W．28

369

Q6

Q0

Q1

55．57

R．92

R．01

R．16

合

計　L鎚惚r4684仕241＿チ吊◎一計　495・・α・・1・69瞬・61664

1
65．66

V．　『・マ
P00．00

　　　　　註）村勢要覧による。

次に諸塚村の所有形態別森林面積をみてみると，第7表のとおりである。

　　　　　　　　　　　第7表　　諸塚村の所有形態別森林面積
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潔
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　　　　註）　村勢要覧によるQ

　すなわち，私有林が96．2％で最も多く，国有林はわずかに2．0％にすぎない。この広

大な私有林には，天然生広葉樹林が54．　0％と非常に多く，針葉樹林の約2倍に近い割合を

示している。このことは，今後林種転換等によって，生産力の向上を計りうる余地のある

ことを意味するものと判断される。

　山林面積広狭別林家数をみると，第8表のとおりであり，農家で山林を全然もっていな

い戸数は78戸で11．6％と割合に少ないことが認められる。1～10ha層で約49．21％を

しめ，10ha以上が34．54％であり，1ha以下は16，25％にすぎない。このことは零細な
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山林所有者が割合に少なく，まアこ大山林所有者も少ないことをしめし，林地の集白化があ

まり進行していないことを物語っている。

第8表　山林面積広狭別林家数

＼総数幽一・．・5一・．・囹一5 ・一一io　1　一・．20　1　・一s－30　1　・一vso　1・vioo　1・v2001t一一D’oo

　　［一’一・’一一一1　1　1　・．．”一1“一一n．一”．

戸数6f3224「47／、2、18。、、、8716、43121512
百分率、。。e／61　，．、 51．ETIiJITI51dilTISI－6TIIII－gTI，　，．，1，，．，　，，．，1，，．，1，rm．，　，．，一IMnt，：〉’［，．’5－Jl　5．gl”’一51．U15

　　　　言主）　村勢・≡要覧”による。

　つぎに，椎茸の村といわれ宮崎県下一の生産量をほこるこの諸塚村において，「椎茸」が

どのような位置をしめ，その動向にどのような重要性が含まれているかを検討すると，椎

茸生産は農家の裏作的性格をもつ副業であって，諸塚村の場合，現金収入はほとんどこの

椎茸に依存し，その他には木材，木炭等の林産物および畜産，茶等があげられるが，椎茸

のしめる位置はきわめて高く，第9表および第10表にしめすとおり，農協取扱高の90％

をしめていることによっても，その重要性が容認されるであろう。このように諸塚村にお

いては，椎茸の生産は重要な閥題であり，その価格の動向は農家経済を左為するほどの重．

要な問題となっていることが推察される。

第9表　　諸塚農協販売晶の取扱高推移

鞭1 米i 木　　炭 椎　劃 茶 畜酬 その他 合　　計

31 152，000 5，747，703 93，167，014 3，241，815 6，1861，000 1，152，703 109，647，235

32 152，000 6，589，895 109，354，618 2，971，807 7，936，000 4，107，531 131，111，851

33 ！52，729 3，567，292 137，495，848 2，868，596 7，400，300 6，127，406 157，612，174

34 164，715 4，321，414 127，992，380 12，949，740 7，888，400 3，405，202 146，721，851

35 0 5，331，341 149，958，026
「3，045，922

12，987，700 633，552 171，956，541

註）諸塚村役場資料。

　　　　　　第10表　　諸塚村農産物部門別販売金額5万円以上の農家数

区
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計 671 370 ss．11　32 3 405

百分率｛・・…％55・2％1 4．80／e　1　O．30／o　i　60．3e／o

　　　　註〉世界農林業センサス1960年。

諸塚村における椎茸生産は，生産諸条件に恵まれて発展し，現在の生産量をしめしてい

るものと判断できるが，その発展の要因に関しては（1）生産の諸条件としての立地条件と
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くに原木条件，（2）生産の技術的過程では，収穫量に関するもの，とくに構付率，種駒，滑

・揚，乾燥など，㈲労働関係等が当然問題となるであろう。

　そこでここでは，このような現段階の諸問題を個別調査（生産規模および地域別に抽出

した椎茸生産者18戸に対する個別調査）によって，椎茸生産者の実態の把握を行なう過程

で，この考察を進めたい。

　椎茸の生産規模をみると，年間生産量100～200kg程度（いわゆる農業の片手間になさ

これる程度の規模）の小規模生産者が約38％をしめ，200～500kg程度の申規模生産者が最

も多く約47％をしめ，500kg以上の大規模生産者はわずかに15％をしめるにすぎない。

　2．経営の基礎
　まず経営の基礎となる労働力，土地，家高等について，椎茸生産の規模別にみると第11

表のとおりで，耕地については，この資料からは明確な相関関係は読みとれないけれども，

耕地の種類すなわち田，畑別の欄に現われているように，上層農家が有利な耕地を，すな

わち大規模生産者は4．5a程度を所有し，中規模および小規模生産者はそれぞれ，2．　8　a，

2．Oa程度を所有しているようである。このことは，椎茸生産が第11表でも明らかなよう

に，上層農家に多く採り入れられ，それに反して，下層農家では椎茸生産がやれずに，炭

焼で焼賃をかせぐとか，賃労働にたよるとかしているためであろう。そのことは，土地生

産力の低い耕地をもち，拡大再生産ができないことを意味するものであろう。

　　　　　　　　　第11表　経営の基礎（労働力，十三，i家畜）
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　註）椎茸生塵者実態調査票より作成

　また階層別山林所有状況をみると（第11表），大規模生産者は平均28．3haを所有して

’いるのに対して，申規模，小規模生産者はそれぞれ20。3ha，12．1haの所有となっている。

このことから山林の所有規模の大きい層が椎茸生産量も多いという正の相関関係が明確に

読みとれる。

　家畜についてみても，大規模：生産者が2．0頭，中規模生産者が1．2頭，小規模生産者が

10．8頭を所有していて，耕地や山林の所有関係とともに所有規模と椎茸生産量の聞には正

の相関関係のあることが明らかとなった。

　ではなぜこのような関係が，しめされるのであろうか。それは，椎茸が，農業生産物と

異なって，それ自体すぐれた商品的牲格を多くもっているからであろう。椎茸生産を，商

品生産として意識している大規模生産者は，基礎を農民的採算2）において，大量の雇用労

働力を投下し，’商品としての椎茸の生産を行ないうるからである。なぜなら．ば，耕種農業

では，家族の自給食糧のみばかりか，余剰を産み出して販売による現金収入が可能である
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し，家畜の飼養そのものが，役利用，厩肥生産という糞産段階から離れて仔牛そのもの一

一扉一の生産であって，より多くの現金収入を保証し，またより広い保有山林はそれだけ

まとまつtc現金収入を招来するからである。したがって，椎茸生産を副業の位置から自営

兼業の位置へ高め，雇用労働力を注ぎ込んだ大規模生産が可能となるのである。このよう

な儂越性は，それのみでなく，山林の保有から生まれる原木事情にも現われてくる。1石

当り900円（1人切13，500～18，000円）もする原木の入手事情は，椎茸生産を規定する有

力な因子である。すなわち保有山林から原木を入手しうる上層農家は，自己山林の伐採に

よって生産費中で約40％と大きな割合をしめる原木代を支出せずにすむことからいわゆる

「タダ」という観念が発生する。もちろん「タダ」ではなく費用であるが，自己原木の使

用は，地代そして収益中に還元される。より広大な山林を所有する上層農家は，毎年一定

の原木をいわゆる「タダ」で自己山林から入手しうるのに対して，下層農家では少量ずつ

毎年伏込むか，間断して大量の原木を伏込むかによって，自己原木で満足しなければなら

ず，さもないと1人切13，　500円（1石当りgOO円）を投じて購入しなければならない。そ

の結果，下層農家は，小規模の自己保有林の原木を使用（それも連年的に伏込むことは不’

可能である）するほかはない。このことは下層農家の椎茸生産を必然的に小規模化し，銘’

目式当時と同様に，副業の位置から抜け出させないことになる。たとえば年間100，000円

の粗収入をあげるためには，距骨率が70％で毎年28石・＝約1．9人切（原木本数で約8001

～1，000本）を伏込まねばならないからである。年間20　kg以下の椎茸生産．ということは

20，000円以下の収入を意味する。したがって，年に100kg以上を生産する農家が，年間

100，000円以上の椎茸収入をあげえて，自営兼業化一商品生産化しうるのに対して，下層

農家のそれは，20，000円かせいぜい40，000円の収入に相応する規模となり，副業という形・

態となる。このことは，椎茸生産が上層農家と下層農家とで性格的に分裂していることを

しめすものにほかならず，椎茸生産が，富農作物といわれるゆえんであろう。

　また一面，椎茸を生産するJl程は，原木伐採，薄切，接種，割込み，楕起し，そして採

取であるが，この工程に現在の技術段階でもなお1．5～2年間を要し，最盛期から収穫が

終るまでに4～5年間を要する。従って滑木一代，すなわち一周期は6～7年の長期間に

わたる。そしてなお，毎年一定の収入を確保し，経営の安定をはかるためには，原木を年

々伏せ込んでおかなければならない。従ってこの椎茸生産は，原木の確保とともに，相当

の資金と余剰労働力を必要とするから，零細農家では，当面の生活資金をうることのみに

精一杯で，当然不利だとは解りながらも資本の回転が早い木炭生産で焼賃をかせぎ，生活

を支えなければならないというのが実情である。

　3．　椎茸生産の内的要因（特に技術的な）

　以上，椎茸生産者の外的要因として構造とくに階層性について考察してきたが，次に生

産の技術的過程での種駒，柵付率，茅場，乾燥等の問題について考察を進めたい。

（1）種　　駒

　野駒の種類としては，現在数10種類3）を数えるが，諸塚村では，揮発（クサビ型）・宮

崎県式4）（クサビ型）・明治式（捧型）・菌興式（ノコクズ）の種駒がとりいれられてい為。

　種駒の使用量をみると第2図のとおりで，宮崎県式および菌興式（量的には非常に少な

い）が減少している。すなわち，宮崎県式はピーク時の昭和33年の900万ケに対して，昭

和35年には377万ケとその当時の42％に減少レており，また菌興式は昭和32年の1・300］
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本に対して，昭和35年にはその当

時の10％に減少している。その理

由としては，宮崎県式の場合，菌

種その他の種駒そのものの技術的

な問題ではなく，むしろ企業形態

の相違によるものと判断される。

また菌興式においては，種駒の打

込みの過程で，相当の技術と熟練

を必要とし，その作業能率にも難

点のあることが指摘できよう。一

方，森式の駒が著しく増加し，ま

た明治式の駒も伸びてきている。

その理由としては，森下にあって

は，高冷地のこの村内に試験地を・

設けてまでの意欲的な研究と僻地

にある椎茸生産農家を1戸1戸歩

きまわっての技術指導をおしまな

い2名の技術者の意欲的行動との

結果がこの数字となって現われで

いるものと判断される。また明治

式にあっては，他のメーカーと異

なる型式の駒と品種によるものと

考えられる。

　これを発生季節別にみてみると，

第3図のように春出しが減少し，

春秋出しや秋出しが増加している。

これは，過去の椎茸価格および秋

出し種駒の普及によるものであろ

う。しかしながら，このことは，

原木伏込みの2・3年後にくる椎

茸発生の最盛期における経営自体

の労働配分5）を中心と．する内的問

題と，需給関係における外的問題

として注目される現象である。

（2）伏込場および措場

　椎茸生産農家において，従来さ、

して関心を払っ．ていないこの伏込

み期間中の管理は，栂木となるか，

あるいは流れ柵となるかの重要な
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第3図　椎茸発生季節別種駒使．用量
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工程であり，有効適切な保護管理が合理的に施行されることこそが，顔付率や活着率向上

への道であると考えられる。

　彫込み場所から各所に散在する柵場までの距離は相当あり，運搬諸条件（傾斜，路面等）

の悪いのが一般的である。．運搬方法としては，急峻な地形であるため，人肩にたよってい

るものが大部分である．。しかし最近は簡易索道もとりいれられ，2～3の生産者はすでに

使用し始めている。

　次に槽場は，雑木林が最も多く，次いでスギ林内，竹林内となっている。不一の数は，

ttｬ，中規模の生産者で6～7団地，大規模の生産者では17～20団：地という具合に，数多く

の小面積の団地に分散し，乾燥場を中心に，半径約2kmの範囲内に散在している。その

ため，採取された生椎茸はほとんどすべてが人肩によって運搬きれており，経営の合理化

のためには，索道および人工工場の導入を速やかに考慮する必要があろう。

　柵場の管理には，一般的にさしたる関心がしめされておらず，柵場の下刈等はほとんど

行なわれていない現状にある。そのためであろうか，雑菌類が相当発生しているのが散見

された。今後，より良質な椎茸の生産をはかるためには，雑菌対策などが当然閥題となる

であろう。

（3）乾　　燥

　乾燥作業は，椎茸生産において最後の商品価値を決定する重要な工程であり，乾燥の巧

拙は直ちに収益に大きな影響をおよぼすものである。

　諸塚村では，薪乾燥がもっとも多く，一般的にみて，乾燥技術面では大分県の生産者と

．比較した場合若干劣る点があるといわれている。

　そのことは，椎茸の生産を農業の片手間にという観念，すなわち「取る生産」が今なお

残っているところにある。「取る生産」から「作る生産」への観念が生まれ，それにつれて．

de”kの改善がなされるべきであろう。

第12表　　乾燥施設の規模（能力）

業酬＼＆15坪以下｝6一・・1・・ん　i51．・6－2・12・坪以上

模
摸
模

子
規
規

大
申
小 1

1

n
δ
虞
U
ρ
0

3 1

1

　乾燥室の坪数をみてみると，第12表のとおりであり，藤本式が圧倒的に多いようである。

またこの乾燥施設と生産規模とは密接な関係をもつものであり，能力以下の規模ではせっ

かく採取した生椎茸を棟下で腐敗させることになり，またその逆に規模以上の施設能力で

億施設の不能率化をまねくうえに，多くの燃料を必要とすることになり不経済である。し

’たがって，設備能力と生産規模との均衡をよく考慮する必要があろう。

　乾燥室の年間使用日数をみてみると第13表のとおりで，大規模生産者の場合春子17．5

日，秋子10．5日となっており，中，小規模生産者の場合はそれぞれ春子11．0日，10．2日，

秋子G．βi日，7。5日となっている。したがって残りの日数は，乾燥室としての機能が全く

、発揮されていない。この遊休期間の有効適切な利用方法がなにか考えられないものであろ

うか。
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第13表　乾燥室年間使用日数

10日以下 11～15 16～20 21－～25 26～30　＼　日

ﾆ種訣 春1秋 剤秋 春1秋 毎秋 晩秋
大規模ト申　規　模

ｬ　規　模 3
3

3
6
6

1
2
3

3
：
4
＝

＝
一 一
1
一

＝
一 1
＝

：
一

（4）労働関係

　椎茸生産は，前述したように副業生産であり，したがって家族労働が主体となっている1

が，生産規模別には，大規模生産の場合，伐採，跡切，血紅，そして書込等に雇用労働が

投下され，その延日数60～70日であり，中，小規模生産の場合はほとんど自家労働で，採

取時期に数日雇用労働を投下する程度である。

　次に椎茸生産に労働力がどのように配分されているかを第14表によってみてみよう。こ■

れによると，集材および接種・伏込みに全投下労働の26．　6％が投入され，次いで採取乾燥

に21．8％が投入されていて，大分県の場合とはその趣きを若干異にしている。これは，そ

の地域性および生産段階の相違によるものと判断される。

第14表　　蛍働配分表（規模75石）

蠣鹸翻 初1 2 3t 4 i5 161 7 計

伐　　　採 5，000
一 一 一 『 一 嗣 5，000

玉　　　切 15，000 一 一 一 一 一 一
15，000

集　　　材

ﾚ種仕込

㌃
2
5
．
0
0
0
，

＝ ＝ ＝ ： ＝ ＝ ｝25…．

栂　起　し 一
15．’O00

『 網 一 一 一 15，000

採取乾燥 一 0，615 1，230 4920 8，200 4，510 1，025 20，500

選別荷造 一 0，030 0，060 0，240 0，400 0，220 0，050 1，000

管　　　理 aoOO 1，750 1，750 1，750 1，750 1，750 1，750 12，500

計　／ 47，000 1・乳395 ao40 6，910 10，350 1α48・ 1a825 94，000

　次に労働年令構成をみると第4図のとおりで，重労働の原木伐採や集材，運搬等には若

年層がたずさわり，また駒打ちや乾燥等の熟練労働には高年令層がたずさわっていること

がしめされている。

　そこで問題点として，兼業生産における労働の配分があげられる。すなわち，「椎茸生産

．は農閑期の余剰労働の消化」という観念は，現在の生産形態からおしはかると，当然再検

討を要するであろう。換言すれば，春子の場合は採取期が3月をピークに曲線がえがかれ，

その時期は農閑期にあたるが，一方植林の時期であるtめにこれと競合し，秋子の場合は，

9，10，11月で農作物の収穫；期にあたるためにこれと競合することになるが，秋子生産が増1

大しつつある現況ではとくに労働配分が注目されるところである。
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第4図　椎茸生産における労働年令構成
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以下　・　・　を　・　〃　琳

ユ）1960年世界農林業センサスより総農家戸教671戸，うち専業14戸，兼業657戸（第一種495戸，

　第二種162戸）となっている。

「2）労賃部分の実現とそれに加えて地代と利潤の収得という計算であるが，自邑の土地（原木）資金に

　よるため，地代，利潤は意識されない。

・3）九州大学演習林集報第17号「種駒メーカとしては，九州地方では森式（クサピ型）と明治式（棒型）

　が大部分で・…・・」P．65参照

．4）森式の特許権分譲によるもので，宮崎県営種駒製作所の製品である。

bl九州大学演習林集報第17号第21表月別椎茸採取および乾燥労働配分表P．68参照。
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II，椎茸の流通関係

　　一宮崎県経済農業協同組合連合会の共同販売に関する分析一

　1．流通機構
　宮崎県下で生産された椎茸の流通経路は，農協系（宮崎県経済農業協同組合連合会一

以下本報告では経済連と略称する一を経由するもの）と商社系（南九州椎茸卸問屋協同

組合，日向椎茸同業組合を中心とする数十社）とに2分されており，われわれが分析の対

象に選んだ経済連は，流通機構上においては産地問屋に相当する位置に位するものと判断

きれる。流通の態様は，第5図にしめすとおりである。

　　　　　　　　　　　　第5図　宮崎県における椎茸流通機構

：2．経済連の業績
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　宮崎県経済連の椎茸関係業務の主流は，傘下の単位農協を通じて椎茸を集荷し，独自の

入札市場において販売すること，すなわち集荷・販売にある。このような，通常共同販売

と呼ばれている業務の実績を，同経済連が椎茸の取扱いを開始した昭和35年10月から同37

年8月までについて調査した。その結果は，第15表および第6図にしめすとおりである。

第6図共同販売実績

t　1－bea
　　．

1．6eo

販　，．恥。

売1ヌe・

価
　t．ooe
格

　　雰。。

60e

午oo

㍗

魯
　
6

販
売
量

o

1

10111乙」2ヨ」卜56P78飛，Ol，’二～暑乙3醒←‘6♂19円
3s　　3b　　　　　　　　　　　．ヨ7　　　　　　　年

　3，　共販の問題点

　宮崎県における乾燥椎茸生産量は，第16表にしめすとおり，年々増加の一途をたどって

きており，一方その価格は，第6図にしめすとおり，季節変動を伴ないながら，昭和35年

宋から次第に下落してきている。

第16表　　宮崎県内椎茸推定生産量（ton）

年 度 徳和35 36 37

生　産　量
春 子1． 540 75・i 850

秋 　1q1， 160　1 ・勿・1
（377）

輩λ宮崎県経碑津調・斗，tgだし（）は推定量を示す。
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第7図椎茸価格の季節的変動
（諸塚村における塵地問屋倉庫渡価格）
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　　註）林野庁；特殊面癖物市況月報より作成。

　このような状況のもとで，昭和35年10月から，宮崎県経済農業協同組合連合会（以下，

便宜上経済連と略称する）は，県内乾燥椎茸集荷：量の50％前後を取扱って，共販を行なつ

『てきた。その「目的が，仲買人や産地問屋の巾間搾取の排除にあったことは自明であろう。

　ところで，昭和35年末までは，単に季節的に変動するだけで，趨勢的には横ばい状態を

続けていた椎茸価格が，共販の発足とほとんど時を同じくして下落の傾向をしめし始めた

ので，発足の当初は，「生産者により多くの取り分を」．という，いわば攻撃的目的をもって

『いたであろう共販制度が，「生産者の取り分の減少を少しでも食いとめる」という防衛的な

意味をもたぎるをえなくなってきたと考えられる。しかしながら，同経済連が，単に集荷

即販売という販売方法だけにたよっていたのでは，販売価格は市場の動向に順応して形成

されるにとどまり，したがって，生産者の取り分の減少を食いとめること．は不可能である

といわなければならない。

　一般に，共販制度は，中間搾取の排除という目的の他に，一元集荷・販売調節によって

価格の安定をはかり，生産者の取り分を安定的に支持するという目的をもつことが多いが，

前述のように，同経済連は，ほとんど販売調節の機能を果していなかったのである’6一

　椎茸の生産と末端需要には季節変動があり，しかもそれぞれの変動の間にタイム・ラッ

グがあることが，一般に認められていることから，椎茸においても販売調節の効果はある

ものと考えられるが，この販売方法を採用することの困難性は，一にかかって，椎茸が常

態においては急速に品質が損なわれて・くる（とくに高温・多湿な季節において）という一商

晶としての欠点にある。

　このような欠点を克服するためには，低温・低湿保存の方法を採用することが必要であ

るが1そのためには，保管用冷蔵庫を使用することを老えなければならない。現に，椎茸
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関係大手商社の多くは，そのような冷蔵庫をもっており，市場での優位を誇っている。冷

蔵庫を利用することは，稚茸の商品としての欠点を克服することによって生ずる市場での

競争力の増大のみならず，』こういつた大手商社の市場支配力を弱めるという効果をもtcら

すものと考えられる。

　同経済連が，こういつた点に着目したことは，椎茸価格の下落および集荷量の増大とい

う．困難な局面におかれた現在において，まことに時宜をえた帰結であるといわなければな

らない。すなわち，同経済連は，昭和37年6月，同県日向市共販市場に，約10万kgの保．

管能力をもつ椎茸専用冷蔵庫を設置しtのである。

　ところが，このような椎茸共販組織において冷蔵庫が設置された先例は皆無であるとこ

ろがら，それのも7aらす経済的な諸効果についての予測が，ほとんどできていない状態で

ある。しナこがって，同経済連では，冷蔵庫を使用して販売調節を行なうための権威ある計

画を立てるために苦悩しているのが現状であると察せられる。

　以上のことから判断すれば，同経済連による共販の問題点は，その冷蔵庫の販売譲節機

能を把握することにあるといえよう。

　4．冷蔵庫の販売調節機能の分析

1）　このような分析を行なう場合，まず，共販段階における椎茸の需要と供給の態様を腸

らかにすることが必要である。

　乾燥椎茸の，流通過程における共販段階での需給関係を明らかにするた．めに，共販の全

過程における販売量：と価格の相関係数を求めると，その値は℃．37であった。また，最終

需要および供給は，ともに季節変動があるところがら，最近におけるその態様を明らかに

するために，季節別，入札日ごとの販売量と価格の相関係数を計算した結果は，第17表の

とおりである。（最近の傾向を知るために，昭和36年6月以降について行なった。ただし，

販売調節の影響を除くために，同37年6月以降を除外した。）

第17表　　　　相　　1’Y；“1　係　　数

夏　1　秋　1 冬 ［　春
季 節

35年研8月136年蜘期
36年　12月37年1，2月

137年鍋5月

相 関 係　数 α・・　　α4・　1 0．85 1臓24

　ところで，シエファード教授は，供給量と価格の相関係数と，需給の変動態様の問には，

つぎのような関係があると述べている。すなわち，相関係数が正の場合には，供給の変動

は少ないが需要は極度に動いており，負の場合には，逆であると。6）

　しアこがって，乾燥椎茸の場合，第7図からも嚇せられる供給の変動と，上記の相関係数

から判断して，そ．の共販段階における需給の変動態様は，第18表のようになるものと考え

られる。若干の説明を加えるならば，1（i）春季；供給の変動がはげしく，また相関係数は

小さい負の値をしめしていることから，供給とは逆の傾向であるうえに，それよりもやや

小さい需要の変動がある。（ii）夏季；供給は少なく安定的であり，まナこ相関係数は0に近

いことから，需要も同様に少なく安定している。　（iii）秋季；供給の変動がはげしく，．ま

た相関係数は小さい正の値をしめしていることから，供給と大体において同傾向ではある

けれども，それよりはやや大きい需要の変動がある。（iv）冬季；供給の変動がややはげ
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しく，また相関係数はきわめて大きな正の値をしめしていることから，供給と同じ傾向で

はあるけれども，それよりもはるかに大きい需要の変動があるということである。

第18表　　乾燥椎茸の需給変動態様

類別陣別1春　｝夏　「秋　i冬
．需　　　要

量変　　動 申減増・小 少安　　定 多減増・大 申減・大

供　　　給
量変　　動 多増減・大 ．　少

ﾀ　　定
多増・大 申減・申

2）冷蔵設備の販売調節機能

　このような特徴をもつ乾燥椎茸の需給関係の中で，冷蔵設備が，どのように販売調節機

’能を発揮しうるであろうか。

　まず，共販全過程を通じての需給の変動態様から，販売調節機能は相当発揮されうるも

のと推察されるが，一方これを季節別にみてみると，つぎのことがいえる。

　中春に入荷量極大点があるが，需要は同季から夏に至るまでやや増加していくから，申』

春頃の販売量を制限する必要があろう。そして，秋に入ると，入荷が一旦減少する反面，

需要が増加しはじめるので，申春頃からの保存分を中秋までの入荷とともに秋の入荷量極

大点以前に販売しつくし，以後秋，冬，初春においては，秋の入荷量極大点において需要

が極大点に達し，以降は減少しつづけるので，入荷後直ちに販売していく必要があると考

えられる。要するに，冷蔵設備の販売調節機能は，中春から初秋にかけて発揮されるもの

と半ti断される。

　以上は，販売調節機能が発揮されうるか，さらにはどの季節において発揮されうるかと

いう定性的問題に対する解答であるが，冷蔵設備が幾何の利益を生産者にもたらすかとい

う定量的な問題に対する解答は，．冷蔵庫の運転が開始されて間もない現在においては，必・

要な資料がえられないので，時を改めて行ないたい。

6）G・S・シ＝ファード著　農業総合研究所訳；農産物価格分析論P129～138



42

’皿L　椎茸生産経営における経済性および生産性

　以上宮崎県諸塚村の椎茸の生産関係および宮崎県下における椎茸．の流通関係についてみ

てきたが，ここでは椎茸生産経営の経済性（特に原価収益性）および生産性（特に労働生

産性）について検討する。

　すなわち，椎茸は現金収入を目的に生産きれるものであって，米・麦・雑穀等のように

山村農家が食糧として生産しているものとは，おのずから事情が異なっている。したがっ

て，商品化率は，100％に近いものと推定されることから，当然この経営に対する経済性

および生産性が問題となろう。

　椎茸生産経営は第11表にしめすように，一経済単位内で農，林，畜産業の生産物をあわ

せ生産する複合生産形態をとるのが一般的であって，単純生産，すなわち専業の椎茸生産

経営はこの諸塚村の場合は稀である。しかし基本的諸関係を明らかにするtめに，ここで

は単純生産経営，すなわち椎茸生産経営部門のみについて考察する。

　1．基礎資料
　経営活動の成果を分析するための基礎資料は，すべて生産者の実態調査および諸資料に

よって整理されたものである。その基礎資料は第19表のとおりで，本表から第20表の椎

茸生産原価表を作製した。本表からさらに次の分析に必要な計数整理をしたものが，第21

表の椎茸生産経営における経済性および生産性に関する諸比率表である。

　2．考　　察

，（1）収益性の検討

　企業の収益性の判断は，諸利益率によってもたらされる。この経営の売上利益率は2．　27

％となっていて，収益性は低い。次に利益の大小に関係する費用対収益比率をみると，売

，上原価率は97・73％となっていて相当に高い。その内容は，原材料比率53．21％，賃：金比

率25．40％，諸経費比率21，39％となっていて，かなり原材料比率の高いことが明らかと

なった。これらの諸比率から明らかなとおり，経営状態は決して良好であるとはいえない。

それにもまして，生産開始後6年目まではマイナスの成果がしめされ，やっと7年目に至

って，非常に低い利益率2．27％をしめす。このことは企業的経営としては幾多の問題点が

指摘されようe

・（2）生産原価の検討

　単位当り生産原価は1，164円であり，単位当り生産物価格の97．7％にあたる。このこと

は，先にも指摘したように，価格を考慮に入れ速やかに生産原価の低減への努力がなされ

るべきことをしめすものであろう。

　そこでさらに，原価構成の諸比率についての検討を試みよう。

　先述したように，原材料比率は53．21％，賃金比率は25．40％，諸経費比率は21．39％

となっている。すなわち生産費の申で，最：も大きな比率をしめるものは原材料費であり，

．原材料費のなかでは原木代の72。85％が最も大きく，これが椎茸生産経営に大きな影響を

およぼすことが明らかとなった。この点について，椎茸の原木が木炭やパルプ用材等とし

ても利用されている現在，より有利な第二次加工業であるべ碁ためには，樵茸用材林の育

成という第一次生産によって第二次加工生産への原材料の供給が必要であろう。

　次に問題となるものは，賃金比率の25．40％である。賃金のなかでは，伐採7，35％，玉
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切16．96％，集材・接種・伏込み28．26％，栂起し16．00％，採取乾燥1a53％，選別荷

造α91％，管理11．99％となっていて，大きな比率をしめるのは集材・接種・伏込みの工，

程と，集中的投下労働を必要とする採取乾燥である。このように賃金部分も生産費に高い

割合をしめているのであるから，近年における賃金の急激な高騰の推移からみて，原木価

の高騰による原木代の比率とともに，今後その比率はさらに大きくならざるをえないもの

と判断される。

　最後に，諸経費比率をみると，21．39％である。この諸経費のなかでは，減価償却費が

73．03％をしめて最も大きい。このことは，先に述べt（乾燥）生産設備の利用頻度の問

題としての生産規模と生産設備規模，そしてその遊休期聞の合理的利用等があげられよう。

　原価能率．については，．次のとおりである。

①　1人当り生産費

②　1人当り加工費

③　1人当り生産量：

④　単位当り生産原単位

⑤　単位当り生産費

原価能率は，

2，786円

1，3031円

2．　39　kg

　4．2時間

1，164円

　　　　　　　これらの諸点についての検討であるが，まず1人当り生産費2，786円，エ

人当り加工費1，303円および単位当り生産費1，164円等それぞれの低減および合理的節減，

次に単位当りの生産原単位4．2時間の節減，最後に1人当り生産量2．39kgの増大が考慮

されなければならない。

（3）生産性の検討

　椎茸生産経営における労働生産性は772円となっており，かなり高いものといえよう。

すなわちこれを他産業のものと比較すると，次のとおりである。

i）椎茸生産の労働生産性は，これを農業の労働生産性を含む第一次産業平均の労働生産

　性と比較すると，1．5～2．0倍の高さになっている。

ii）また第二次および第三次産業のそれと比較するときは，かなり低いものと判断きれる。

　この生産性向上のためには，当然のことながら，機械化，すなわち伐採，玉切，集材等

．に対するChain　Sawや簡易索道の導入および人工栂場，人口灌水その他のことが考え一ら

れよう。

（4）利益図表による検討

　基礎資料である椎茸生産原価収益表により利益図表を作製したものが第8図である。

　この図表から，次のことが明らかとなった。

i）　損益分岐点は限界利用度内にあり，利用起点以上，すなわち利益圏内にあることがわ

かる。このことは，この経営の費用補償：が可能であることをしめしている。

ii）　しかしながら，損益分岐点の位置は非常に高く，総収益に対する利益の割合は2．27％

であり，固定費，変動費の割合はそれぞれ78．1％と21．9％である。1このことは経営の弾’

力性が相当に低く一）特に固定費の割合がかなり高く，資本回転率が悪いことをしめすもの

である。
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第8図　利益図表

’30

．120

’）e

讃益分断莫
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”iii）一方，総収益に対する費用の割合は97．73％で，このことは経営内部の経営技術によ

る改善が行なわれていないものと判断される。

　したがって，経営の健全化のtcめには，収益の増加をはかるこはもちろんであるが，す

でに指摘してきたように，経営内部における経営管理技術の向上，すなわち具体的には，

①　原木林の育成，労働力の合理的配分によるそれぞれの確保，それにともなう計画生産

　と生産技術の向上による収穫量の増大，良質椎茸の生産等の生産関係。

②　収益実現の最終段階である流通関係での的確なる選択および把握。

　これらのことこそ損益分岐点引下げの効果大なるものがあり，また収益増大への道であ

ろうと考えられる。

　以上の分析は，前提条件として単純生産経営であるとしナこのであるが，しかし諸塚村の

場合現実には複合生産経営が一般的であって，単純生産経営は稀であることはすでに明ら

かなとおりである。『そこで，この単純生産経営（椎茸生産のみの経営体）から分析された

・結果について，複合生産経営の場合に如何なる問題が生じてくるか，また，新しい問題点

が浮び上ってくるか，次に検討してみよう。

　まず経営内部の問題点としては，一経営体のなかで，例えば農業部門，林業部門，畜産部・

．門とある場合に，まず各部門の収益性の追求（耕種農業に他の生産部門が規制されている

場合は，この耕種部門を除くその他の部門）であろう。次に重要な問題は，各生産部門間

の労働配分である。すなわち，耕種農業，育林，椎茸生産，畜産（仔牛取り）はそれぞれ

季節労働的性格を有するから，この場合季節的に重複する生産に対して労働を如何に配分

、するかが大きな問題となろう。
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　しかし現実には，収人としては椎茸や山林の所得に依存しながらも，耕種農業にすべて

を規制されているかの感が強い。このことはまた他面，耕種農業が労働配分を基本的に規

制しているといえよう。

IV．結 論

　椎茸生産は，全国的に普及し，増産気運にある現況から，今後の需給関係が憂慮されて

’いる。これまで，宮崎県諸塚村の椎茸生産経営の実態を把握し，流通関係では経済連を中

．心に分析を試み，次のことを問題点として指摘し，結論としたい。

i）椎茸生産は諸塚村の場合，農家の収入源でありながら，あくまでも副業的位置を脱却

することなく，農業にすべてを規制されている現状にある。換言すれば，椎茸生産は片手

澗式の経営意識から脱却できないでいるといえよう。この．ことは，生産技術の向上を停滞

させる原因ともなっている。

ii＞生産性向上のためには，経営規模を丸心とする生産計画の樹立，一経営全体としての

耕種農業における労働能率の向上（機械化および除草剤，二二虫二等の薬剤の共同撒布），

そして特に労働生産性の最も低い畑作に対する技術的対策と労働力節減，これに伴なう余

剰労働力による椎茸生産の拡充化。

iii）椎茸生産経営内部の問題として，原木林の育成，栽培技術の向上，特に種駒の選択と

品種の統一化，柵場の集中化（人工柵場の導入），乾燥技術の向上による良質椎茸の生産（今

後は多量生産より良質生産に切換えるべきではなかろうか）。

iv）流通過程において望まれることは，流通機構の改善と価格の安定化であるが，早急に

採られるべき方策は，共同販売制度のもつ販売調節能力を高めることであろう。

v）椎茸生産経営は，経済性および生産性の面からいえば，現段階では費用補償：がやっと

であり，さして良好とはいえないが，今後は収益性の追求によって，ある程度の利益確保

が可能であろう。

vi）経営計算にもとつく，合理的経営計画の樹立。

　これらの諸問題の速やかな解決のためには，生産者とともに行政当局の強力な措置によ

って，はじめて椎茸生産農家をして「椎茸」による農家経済の安定化をはかることができ

るであろう。
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　　　　　　ロR6su：me

　　　In　view　of　the　fact　that　the　production　of　SHIITAKE　is　getting　popularizedl

and　an　increased　production　is　anticipated　all　over　the　country，　some　concern

is　expressed　with　regard　to　the　demand　and　supply　si　tuation　in　the　futnre．

The　authors　conducted　a　survey　of　the　S．　HIITAKE　production　management　in

Morozuka　Village　in　Miyazaki　Prefecture　and　an．　alyzed　the　marketing　situation

mainly　with　the　Miyazaki　Prefectural　Federation　of　Economic　and　Agricultural

Cooperative　Unions．

　　　The　following　problematic　points　are　raised　a＄　the　conclusion．

●

1

●
　
・

り
自
3

ロ
　
　

ロ
　
　
ほ

4
凸
『
0
ρ
0　　　Far　an　early　settlement　of　these　problems，

be　enforced

and

“SHIITAKE”　would　be　realized．

In　as　much　as　SHIITAKE　production　is　the　source　of　income　for　farmers，，

they　ought　to　get　rid　of　the　spare－time　working　idea．

Establishment　of　production　plan　centering　upon　the　scale　of　management．，

Festering　of　SHIITAKE　mother　trees　and　improvement　of　production

　technique．

Improvement　of　the　marketing　set－up　and　stabilization　of　prices．

Pursuit　of　economy　and　productivity．

Establishment　of　rational　management　planning．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，it　i＄　urged　that　strong　rneasures

　　　　　　　　by　the　administrative　au．　thorities　a＄　well　as　by　the　producers．．

then　the　stabilization　of　the　SHIITAKE　producing　farmers’　economy　by”


